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色々なゴミステーションの写真１

(合成繊維ネット式)



色々なゴミステーションの写真２

(鉄メッシュ式）



色々なゴミステーションの写真３

(各種金属 スチール・アルミ・ステンレス製)



金属製ゴミステーションの導入経緯

(長年使っていた合成繊維ネットでの問題点)

カラスや猫に

よるごみ散乱

01

ごみ集積所の

景観悪化

02

夏場のごみに

よる悪臭発生

03

ごみ集積所防

護ネット等の

維持管理

04

ごみ集積所の

清掃の手間

05



金属製ゴミステーションの比較

会員へのアンケート結果 アルミ製ゴミステーション

メリット デメリット 性能評価 価格(ゴミ30袋用)

スチール製 ・安価
・頑丈である

・錆にやや弱い △ 13万円～15万円

アルミ製 ・錆に強い
・軽い

・やや高価 〇 15万円～20万円

ステンレス製 ・錆に強い
・耐久性がある

・高価 〇 20万円～30万円



アルミ製ゴミステーション導入後の利点

カラスの数が

減少

01

ごみ集積所の

景観が改善

02

ごみ散乱がな

く悪臭が軽減

03

ごみ集積所の

清掃が軽減

04

風雨対策など

が不要

05



金属製ゴミステーション導入時の課題

費用が掛かる

（ゴミ30袋用 1台15万

円～30万円）

町内会員の同意

・金属製品（アルミ・

ステンレス）の選定

・大きさ、形状などの

選定



終わりに

今後、ごみ集積所(ゴミステーション)の改善を考えてお

られる自治会・町内会がありましたら、経費は掛かりま

すが景観改善、維持管理軽減の観点からステンレス製あ

るいはアルミ製のものをおすすめします。


